
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）第 36 号         ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」         2023 年 8 月 31 日 

号 

せらいはしせらせはい 

組織の強化と会員の拡大をめざし！

２０２３年８月３１日 第３６号 

 

 

８
月
８
日
、
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、「
Ｊ
Ｐ
労
組
新
潟
連
協
退
職
者
の
会
第
９
回
定
期
総
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
新
潟
県
労
働
金
庫
、
こ
く
み
ん
共
済
新
潟
推
進
本
部
、
組
織
内
地

方
議
員
な
ど
を
迎
え
、
構
成
員
全
体
で
48
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

議
長
に
新
潟
支
部
・
渡
辺
三
利
会
長
を
選
出
し
、
戸
田
会
長
、
来
賓
挨
拶
に
続
き
、
２
０
２
２
年
度

活
動
報
告
、
２
０
２
３
年
度
活
動
計
画
及
び
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
後
、
２
名
の
支
部
代
表
か
ら

意
見
表
明
を
受
け
、
一
括
し
て
全
体
の
拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
二
部
の
懇
親
交
流
会
は
、
今
総
会
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た
戸
田
会
長
・
箱
田
副
会
長
・
佐
藤
幹
事

に
、
組
織
結
成
か
ら
今
日
ま
で
、
長
年
の
ご
指
導
と
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
慰
労
の
集
い
と
し
て
開
催
し

ま
し
た
。
途
中
、
花
束
贈
呈
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
っ
て
、
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
と
と
も
に
親
睦
と
交
流
を
図
り
ま
し
た
。 

 

 

ＪＰ労組新潟連協退職者の会 

〒951-8799 新潟市中央区東堀通 

7 番町 1018 新潟中郵便局内 

発行責任者 会長 山 田 太 郎   

こ
れ
ま
で
の
経
過 

新
潟
連
協
退
職
者
の
会
は
、
２

０
１
４
年
７
月
に
結
成
し
、
９
年

が
過
ぎ
た
。
発
足
時
の
組
織
数
は
、

２
４
９
３
名
で
、
そ
の
後
は
減
少

が
続
き
昨
年
は
、
２
千
名
を
割
り

本
年
４
月
１
日
の
組
織
数
は
、
１

９
３
１
名
と
な
っ
た
。 

 

組
織
発
足
以
来
、
組
織
拡
大
の

取
り
組
み
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
き

た
つ
も
り
は
な
い
し
、
支
部
の
皆

さ
ん
か
ら
も
精
一
杯
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
た
。 

全
国
に
先
駆
け
て
、
組
織
の
発

足
時
か
ら
協
力
会
員
制
度
の
地
方

版
と
も
い
え
る
「
予
約
会
員
制
度
」

を
導
入
し
拡
大
目
標
を
設
定
し
取 

り
組
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。 

新
体
制
の
中
で
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。 

 

自
信
と
誇
り
を 

７
月
に
開
催
し
た
第
９
回
全

国
総
会
で
初
め
て
発
言
し
た
。 

特
に
新
潟
連
協
退
職
者
の
会

の
組
織
に
つ
い
て
、
自
画
自
賛
・

自
慢
し
た
。 

「
全
国
で
一
番
と
ま
で
は
言
わ

な
い
が
遜
色
な
い
存
在
と
自
負

し
て
い
る
」
と
発
言
し
た
。 

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
組
織

に
で
き
た
か
。
２
つ
要
因
を
あ

げ
た
。 

一
つ
は
、
旧
組
織
が
運
動
、
人

も
含
め
た
財
産
を
引
き
継
い
で

く
れ
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
現

役
の
協
力
を
あ
げ
た
。
信
越
で

は
、
地
本
も
連
協
も
支
部
も
、
現

役
の
皆
さ
ん
か
ら
協
力
い
た
だ

い
て
き
た
。
こ
れ
が
あ
た
り
前

と
思
わ
な
い
で
ほ
し
い
。 

な
ぜ
、
こ
の
こ
と
を
全
国
で

発
信
し
、
そ
し
て
今
日
伝
え
た

の
か
。
そ
れ
は
、
皆
さ
ん
に
「
私

た
ち
の
組
織
は
そ
れ
だ
け
の
こ 

 

ＪＰ労組新潟連協退職者の会 

第９回定期総会  

し
か
し
、
現
実
は
厳
し
く
９
年

間
で
560
名
強
、
23
％
の
減
少
と
な

っ
た
。 

 

協
力
会
員
制
度
の
見
直
し 

６
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ｐ
労
組

全
国
大
会
で
は
、
退
職
者
の
会
と 

の
連
携
強
化
が
提
案
さ
れ
、
そ
の 

一
環
と
し
て
「
60
歳
以
上
の
正
社

員
等
の
組
合
員
を
協
力
会
員
と
す

る
」
旨
の
確
認
が
さ
れ
た
。 

こ
の
制
度
自
体
は
、
退
職
者
の

会
に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
こ
と

だ
が
、
形
式
的
に
協
力
会
員
に
な

る
の
で
は
意
味
が
な
い
。
実
質
機

能
す
る
に
は
、
現
役
の
皆
さ
ん
の

努
力
と
時
間
も
必
要
で
あ
る
。 

具
体
的
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
検

討
で
あ
り
、
現
退
で
し
っ
か
り
協

議
し
進
め
て
ほ
し
い
。 

特
に
、「
自
ら
の
組
織
の
こ
と
は

自
ら
が
取
り
組
む
」
、
こ
れ
は
基
本

で
あ
り
、
現
役
に
す
べ
て
お
任
せ

で
な
く
、
退
職
者
の
会
と
し
て
よ

り
有
効
な
対
応
を
さ
れ
る
よ
う
、 

   

戸田会長  

挨拶（要旨） 

渡辺議長 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団  体  名 役 職 氏   名 

新潟県労働金庫 専務理事 鶴 巻  洋 介  様 

こくみん共済 coop  本 部 長 小 野 塚 豊 様 

佐渡市議会 議 員 中 川 健 二 様 

弥彦村議会 議 員 板 倉  恵 一 様 

ＪＰ共済生協信越 地方部長 米 持  正 道  様 

ＪＰ労組新潟連協 議 長 福 井 正 史 様 

ＪＰ労組新潟連協 事務局長 竹 内 喜久恵 様 

（2）第 36 号        ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」          2023 年 8 月 31 日 

号 

せらいはしせらせはい 

戸田会長あいさつ（まちなかキャンパス長岡 3/5） 

と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
を

自
覚
し
て
ほ
し
い
と
同
時
に
、

自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
ほ
し
い

と
思
う
か
ら
で
あ
る
。 

そ
し
て
先
輩
の
皆
さ
ん
か
ら

引
き
継
い
だ
財
産
を
食
い
つ
ぶ

す
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
は

組
織
拡
大
も
含
め
て
、
後
輩
や

こ
れ
か
ら
入
っ
て
く
る
会
員
の

た
め
に
蓄
え
て
い
こ
う
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。 

 

現
退
一
体
運
動
の
重
要
性 

こ
れ
か
ら
は
「
現
退
一
体
」
が

ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
。
現
退

一
体
は
、
一
方
通
行
で
は
な
く

相
互
の
協
力
関
係
で
あ
り
、
信

頼
関
係
で
あ
る
。 

現
役
の
皆
さ
ん
は
私
た
ち
に

何
を
期
待
し
て
い
る
か
、
私
た

ち
は
、
何
が
応
え
ら
れ
る
か
、
相

互
に
協
力
し
合
う
こ
と
で
信
頼

関
係
は
深
ま
る
。 

近
い
将
来
、
正
社
員
数
は
20

万
人
を
割
る
、
と
言
わ
れ
て
い

る
。
要
員
不
足
も
あ
り
「
70
歳

ま
で
の
雇
用
努
力
義
務
を
会
社

に
求
め
て
い
る
」
と
も
言
わ
れ

て
お
り
、
ど
ち
ら
も
退
職
者
の

会
に
は
厳
し
い
環
境
が
想
定
さ

れ
る
。 

こ
れ
ま
で
以
上
に
対
象
者
を

確
実
に
会
員
に
し
て
い
か
な
い

と
、
私
た
ち
の
将
来
は
危
う
い
。 

 

小
沢
参
議
員
の
再
選
を 

Ｊ
Ｐ
労
組
は
す
で
に
「
小
沢

ま
さ
ひ
と
参
議
院
議
員
」
を
組

織
内
候
補
と
し
て
決
定
し
た
。 

現
職
で
も
あ
り
、
新
人
の
よ

う
に
全
国
を
頻
繁
に
回
れ
な
い

た
め
、
早
め
に
組
織
内
候
補
に

決
定
し
た
と
聞
い
て
い
る
。 

先
の
国
会
を
見
て
い
る
と
、

大
政
翼
賛
会
的
な
様
相
を
呈

し
、
い
つ
か
来
た
道
を
思
わ
せ

る
雰
囲
気
、
と
の
声
が
少
な
く

な
い
。 

来
年
の
６
月
ま
で
に
は
確
実 

 

に
総
選
挙
が
行
わ
れ
る
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。 

新
潟
で
は
新
１
区
か
ら
新
５
区

ま
で
し
っ
か
り
と
勝
ち
抜
き
、
小

沢
の
再
選
を
期
し
て
ほ
し
い
。 

参
議
院
選
挙
で
は
、
現
役
組
合

員
と
退
職
者
の
会
員
の
合
計
数
く

ら
い
の
票
を
出
せ
る
組
織
で
あ
り

た
い
。 

 感
謝 

 

Ｊ
Ｐ
労
組
新
潟
連
協
退
職
者
の

会
の
会
長
を
５
期
９
年
間
続
け
て

き
た
が
、
今
季
限
り
で
退
任
さ
せ

て
い
た
だ
く
。 

全
国
総
会
で
自
慢
で
き
る
組
織

の
長
で
あ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て

い
る
。
同
僚
、
先
輩
、
現
役
の
皆
さ

ん
の
お
か
げ
と
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
。 

 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   

 ＪＰ労組新潟連協退職者の会 新役員体制  

役  職 氏   名 支 部 新任 

会  長 山 田  太 郎 中 越 新 

副 会 長 内 藤  義 輝 三 条 新 

副 会 長 牧   紀 昭 西蒲原 新 

事務局長 河 内 浩 一 新 潟 新 

幹  事 大 倉  一 男 新 潟  

幹  事 伊 澤    敏 佐 渡  

幹  事 齋 藤  徳 明 下 越  

幹  事 西 済  久 夫 新 津 新 

幹  事 揖 斐  健 次 西蒲原  

幹  事 中 田  武 志 三 条 新 

幹  事 渡 辺 五四六 中 越  

幹  事 長谷川 正 夫 魚 沼  

幹  事 市 川     茂 上 越  

幹  事 池 上  一 義 上 越  

会計監査 長谷川 慧 輔 三 条  

会計監査 米 田 秀 逸 新 津  

 

 

 

＜ご挨拶を頂いた順に掲載しています＞ 

お祝いメッセージ  
退職者の会会長    増 田  喜 三 郎 様 

参 議 院 議 員   小 沢 まさひと 様 

参 議 院 議 員   し ば 慎 一  様 

 

《第９回定期総会 ご来賓一覧》 



  

 

 

 

  

  

 

 

（3）第 36 号       ＪＰ労組新潟連協退職者の会「春夏秋冬」        2023 年 8 月 31 日 

号 

せらいはしせらせはい 
戸田さん、箱田さん、佐藤さん、ありがとうございました！ 

Ｊ
Ｐ
労
組
新
潟
連
協
退
職
者
の
会
は
、
２
０
１
４
年
７
月
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
結
成
と
共
に
会
長
に
就
任
し
、
以
後
、
９
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
当
時
61
歳
、
役
員
で
は
も
ち
ろ
ん
、
会
員
で
も
若
い
ほ
う

で
し
た
。 

そ
し
て
今
70
歳
。
９
年
と
い
う
年
月
を
実
感
し
て
い
ま
す
。 

 

総
会
の
あ
い
さ
つ
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
全
国
に
向
か
っ
て
自
慢

で
き
る
組
織
の
責
任
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
ま
さ
に
同
僚
、
先
輩
、
現
役
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
と
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 

お
互
い
に
健
康
に
留
意
し
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
に
参
加
し
ま
し

ょ
う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

 

健
康
上
の
問
題
で
総
会
に
出
席
で
き
ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

私
は
、
２
０
１
４
年
、
退
職
者
の
会
の
結
成
に
向
け
た
準
備
委
員

会
か
ら
、
こ
の
間
、
９
年
余
り
、
新
潟
連
協
退
職
者
の
会
の
事
務
局

次
長
・
事
務
局
長
・
連
協
幹
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
担
当

と
し
て
は
、
主
に
共
済
や
福
祉
関
係
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。 

最
初
は
手
探
り
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ま
し
た
が
、
活
動
を
積
み
重

ね
、
組
織
が
育
つ
と
と
も
に
運
動
全
体
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
結
成
当
初
か
ら
活
動
を
共
に
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
の
存
在
と
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

９
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

今総会で退任された戸田さん、箱田さん、佐藤さんは９年

前、組織設立当時の会長・事務局長・事務局次長として、フ

ロンティア精神を発揮され、今日の活動の基盤となる組織と

運動を築き上げ、大変なご苦労をいただきました。 

佐藤さんは総会当日、体調を崩され欠席でしたが、お二方

には長年のご尽力に感謝し、懇親交流会の中で花束贈呈を行

いました。お疲れ様でした。退任挨拶の一部を紹介します。 

 
＜箱田節子前副会長＞ ＜佐藤修一前幹事＞ ＜戸田庄一前会長＞ 

連
協
退
職
者
の
会
の
設
立
準
備
委
員
会
か
ら
参
加
し
、
設
立
時
に

は
事
務
局
長
を
務
め
、
１
期
２
年
を
休
み
、
そ
の
後
副
会
長
と
し
て

３
期
５
年
を
務
め
ま
し
た
。
計
７
年
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
間
、
支
部
役
員
を
始
め
会
員
の
皆
さ
ま
に
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

新
潟
連
協
退
職
者
の
会
は
、
ど
こ
を
と
っ
て
み
て
も
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
、

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「
交
流
と
親
睦
」
の
退
職
者
の
会
。
言
い
換
え
れ
ば
お
し
ゃ
べ
り
と

お
酒
の
あ
る
楽
し
い
会
で
す
。
会
員
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
る
退

職
者
の
会
で
あ
り
続
け
ま
す
よ
う
に
・
・
・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ＪＰ労組信越地方退職者の会 新役員体制＞ 

役  職 氏   名 連 協 支 部 

会  長 山田 太郎 新 潟 中 越 

副 会 長 原田 幸一 長 野 上 小 

事務局長 青木 孝久 長 野 長 野 

幹  事 小泉 一夫 長 野 上 小 

幹  事 河内 浩一 新 潟 新 潟 

幹  事 牧  紀昭 新 潟 西蒲原 

会計監査 冨沢 良男 長 野 長 野 

会計監査 長谷川慧輔 新 潟 三 条 

 

 

 

信越地方退職者の会  
第９回定期総会の開催 

戸田会長、箱田幹事 退任される！ 

７
月
24
日
、
上
越
市
ホ
テ
ル
ハ
イ
マ
ー
ト
に
お

い
て
「
Ｊ
Ｐ
労
組
信
越
地
方
退
職
者
の
会
第
９
回

定
期
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
、

中
央
幹
事
会
・
加
藤
事
務
局
長
、
米
持
Ｊ
Ｐ
共
済

生
協
信
越
地
方
部
長
を
迎
え
、
両
連
協
代
表
８

名
、
地
方
幹
事
６
名
、
会
計
監
査
１
名
、
地
本
専

従
役
員
６
名
の
計
23
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

議
長
に
長
野
連
協
・
塚
原
連
協
代
表
を
選
出

し
、
戸
田
会
長
か
ら
、
最
大
の
課
題
で
あ
る
「
会

員
拡
大
」
を
中
心
と
し
た
挨
拶
が
な
さ
れ
、
特
に

協
力
会
員
の
運
用
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
の
課
題
で
あ
り
、
現
退
一
体
と
な
っ
て
進
め
て

い
く
こ
と
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
審
議
で

は
、
３
名
の
連
協
代
表
か
ら
、
会
員
拡
大
の
実
績

報
告
と
協
力
会
員
制
度
の
見
直
し
に
対
す
る
意

見
や
要
望
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 
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号 

せらいはしせらせはい 

（ 

俳 

句 

） 

花
は
葉
に
物
思
う
水
の
透
明
度 

水
温
む
水
の
地
球
の
水
の
韻 

空
へ
書
く
少
女
の
手
紙
聖
五
月 

蝶
一
頭
鯨
一
頭
ア
ン
バ
ラ
ン
ス 

人
類
は
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
額
に
汗 

西
蒲
原
支
部 

原
田 

耕
治 

 

海
水
着
再
び
腰
を
伸
し
て
干
す 

 
 

 
 

 

自
分
の
海
水
着
で
は
な
く
、
孫
の
海 

水
着
を
干
す
姿
を
連
想
し
て 

空
蝉
や
子
供
の
指
の
ま
だ
先
に 

 
 

 
 

 

欲
し
が
っ
て
い
る
子
供
の
姿
、 

親
子
の
関
係
が
見
え
る
。 

中
越
支
部 

角
山 

特
郎 

（ 

川 

柳 

） 

蕗
採
り
て
断
罪
ご
と
し
葉
切
り
お
と
し 

細
流
に
蛍
火
舞
や
水
腋 

無
住
寺
の
庭
に
聳
え
る
大
銀
杏
や 

上
越
支
部 

小
島 

昌
一 

  

俳句・短歌・川柳・絵手紙・絵画・写真・書など、 

手作り作品応募は、ハガキか適宜な用紙に「作品・支部・氏

名」を記入し、右記へ送付してください。なお、メールでデー

タ送信可能な方は、アドレスにお願いします。 

 

〒951-8799 新潟市中央区東堀通 

7-1018 新潟中郵便局内 

ＪＰ労組新潟連協退職者の会 
メール niigatarenkyo@jprouso.or.jp 

 

 

新
潟
県
退
職
者
連
合
第
３１
回
定
期
大
会 

組
織
結
成
３０
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催 

  
今
回
は
役
員
改
選
の
総
会
で

も
あ
り
、
組
織
結
成
以
来
、
地

方
幹
事
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
、
戸
田
会
長
、
箱
田
幹
事

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。 

以
下
、
新
役
員
体
制
も
含
め
、 

 

す
べ
て
の
議
案
が
全
体
の
拍
手

で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
終

了
後
は
、
退
任
さ
れ
た
両
名
の

慰
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
構
成
員
全

体
で
懇
親
会
を
行
い
、
現
退
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

   

大
会
で
は
、
医
療
や
介
護
な

ど
、
高
齢
者
・
退
職
者
に
関
わ

る
社
会
保
障
の
課
題
解
決
に
向

け
、
引
き
続
き
自
治
体
へ
の
要

請
行
動
を
取
り
組
む
こ
と
、
減

少
傾
向
に
あ
る
組
織
拡
大
を
連

合
新
潟
と
連
携
し
て
取
り
組
む

こ
と
等
を
確
認
し
ま
し
た
。 

役
員
改
選
で
は
、
引
き
続
き

山
田
太
郎
会
長(

Ｊ
Ｐ
労
組
退

職
者
の
会)

以
下
、
27
名
の
新

役
員
体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。 

特
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

推
進
に
向
け
、
女
性
幹
事
の
補

強
と
組
織
結
成
以
来
、
初
と
な

る
女
性
の
副
会
長
を
選
出
し
ま

し
た
。 

大
会
終
了
後
は
、
組
織
結
成

30
周
年
記
念
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
組
織
と
運
動
を
築

き
上
げ
て
い
た
だ
い
た
先
輩
方

の
惜
し
み
な
い
努
力
と
ご
尽
力

に
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
30 

 

７
月
26
日
、
新
潟
県
退
職
者

連
合
の
第

31
回
定
期
大
会
が

新
潟
東
映
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ

れ
、
来
賓
、
代
議
員
等
、
150
余

名
が
参
加
し
ま
し
た 

 

３
月
～
５
月
を
会
員
拡
大
の
集
中
行

動
期
間
と
し
て
、
支
部
で
取
り
組
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。 

先
月
号
に
記
載
が
間
に
合
わ
な
か
っ

た
新
会
員
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

新 会 員 
ご 紹 介 

周
年
を
契
機
に
さ
ら
に
運
動
を
前
に
進
め

て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
、
盛
大
な
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

支 部 氏  名 加入日 

下 越 長谷川正衛 ４月 １日 

下 越 佐藤 又広 ４月 １日 

下 越 中山 好栄 ４月 １日 

下 越 齋藤 紀子 ４月 ５日 

魚 沼 佐藤 初義 ５月 １日 

西蒲原 堀内 雅彦 ５月 １日 

上 越 守橋 政宏 ５月 １日 

中 越 片山  繁 ５月１０日 

上 越 柳  浩昭 ６月 １日 

上 越 村松 茂代 ７月 １日 

三 条 中村  哲 ７月１４日 

 

mailto:niigatarenkyo@jprouso.or.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

中越支部（長岡ブロック 
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号 

せらいはしせらせはい 長寿で健康 
生き生きコｰナｰ 
 

Ｊ
Ｐ
労
組
退
職
者
の
会
の
皆
さ
ん
、
お
元

気
で
す
か
？ 

私
は
、
退
職
し
て
か
ら
20
余
年
に
な
り
ま

す
が
、
何
と
か
元
気
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

最
近
、
人
生
の
短
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。「
人
生
と
は
何
ぞ
や
」
と
自
分
に

問
い
た
く
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

「
人
生
50
年
」
と
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

生
き
て
き
て
何
を
し
て
き
た
の
か
？ 

自
問
自
答
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
答
え

は
、「
子
孫
繁
栄
」
で
し
た
。
そ
し
て
世
の
た

め
人
の
た
め
に
、
己
の
た
め
に
頑
張
る
こ
と

で
し
た
。 

単
純
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
非
常
に

難
し
い
こ
と
で
、「
並
大
抵
」
以
上
の
努
力
を

必
要
と
す
る
よ
う
で
す
。 

残
さ
れ
た
人
生
を
い
か
に
生
き
る
か
、
ま

ず
は
、「
健
康
第
一
」
で
す
。
残
さ
れ
た
人
生

を
好
き
な
よ
う
に
、
自
分
の
た
め
、
人
の
た

め
、
世
の
た
め
に
、
尽
く
し
切
っ
た
ら
「
万

歳
三
唱
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

  

新津支部 二 宮 修 一 

ゃ
ん
の
散
歩
途
中
、「
忍
字
亭
の
け

や
木
に
乗
っ
た
雪
の
景
色
が
す
ご

く
き
れ
い
だ
か
ら
見
に
お
い
で
」
、

と
い
う
連
絡
が
発
端
で
し
た
。
そ

れ
か
ら
昨
年
と
今
年
、
雪
の
「
忍
字

亭
」
を
見
な
が
ら
構
図
案
を
練
り

ま
し
た
。 

先
生
や
仲
間
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

頂
い
た
こ
と
も
あ
り
、
雪
の
付
き

方
、
構
図
の
ま
と
ま
り
や
雪
の
表

現
な
ど
が
県
展
か
ら
評
価
さ
れ
ま

し
た
。 

初
の
受
賞
が
最
高
賞
と
な
り
大

変
嬉
し
い
限
り
で
す
。
私
も
来
年

は
傘
寿
を
迎
え
ま
す
が
こ
れ
か
ら

の
人
生
も
絵
と
共
に
豊
か
な
心
で

過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

    

県
展
日
本
画
部
門
賞
を 

い
た
だ
き
ま
し
た 

 

第７７回 ６
月
の
あ
る
日
、
私
が
山
の
畑

で
草
取
り
を
し
て
い
る
最
中
に

家
内
か
ら
電
話
が
入
り
ま
し
た
。 

県
展
か
ら
緊
急
連
絡
が
あ
り
、

「
早
く
帰
っ
て
こ
い
」
、
と
の
こ

と
で
し
た
。 

そ
れ
か
ら
自
宅
で
連
絡
を
待

つ
こ
と
幾
時
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
県

展
賞
入
選
の
連
絡
が
届
き
ま
し

た
。 心

底
驚
き
、
信
じ
ら
れ
な
い
、

戸
惑
う
自
分
の
姿
が
あ
り
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
た
く
、
こ
れ

ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
に
心
か
ら
の
感
謝
で
し
た
。 

日
頃
の
努
力
が
実
を
結
び
花

を
咲
か
せ
た
と
ま
で
は
言
い
ま

せ
ん
が
、
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
絵

を
描
く
こ
と
が
好
き
で
し
た
。 

し
か
し
、
日
本
画
は
こ
れ
ま
で

自
分
か
ら
習
お
う
と
は
思
っ
た

こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

そ
れ
が
９
年
頃
前
、
一
度
は
基

本
か
ら
し
っ
か
り
習
っ
て
み
よ

う
と
心
機
一
転
、
地
元
の
「
菊
池

義
鉄
」
先
生
を
訪
ね
、
４
年
ほ
ど

手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
現
在
は
、「
佛
淵
静
子
」
先
生

に
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
受
賞
は
、
３
年
前
、
母
ち 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中越支部 相 崎 重 明 
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（2023 年 4 月～2023 年 7 月）（敬称略）  

月 お 名 前 支  部 ご逝去日 

不明 高橋  敏 新 潟 不明 

4 月 石高 高一 新 津 ２５日 

５ 

 

月 

 

松岡 久雄 中 越  １日 

田端 義美 下 越  ３日 

三膳与志治 新 潟  ６日 

本多 弘身 上 越 １３日 

近藤 章夫 新 津 １４日 

関屋源次郎 上 越 １６日 

中川  健 佐 渡 ２１日 

船久保勝義 三 条 ２１日 

松嶋 天一 上 越 ２４日 

佐藤誠一郎 中 越 ２６日 

６ 

月 

齋藤 絋宇 中 越 １２日 

土田 一俊 中 越 １４日 

川見 昭弘 新 津 ２５日 

７ 

 

月 

 

岩崎 昭子 上 越  １日 

早川十三士 新 潟  ３日 

須田 昭二 新 潟 １１日 

長尾  正 新 潟 ３０日 

村田  久 新 津 ２７日 

 

お悔やみ申し上げます   

老
化
の 

タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル 

 

人
間
の
体
は
成
長
も
す

る
が
あ
る
年
齢
か
ら
衰
え

て
く
る
。 

脳
は
20
歳
く
ら
い
か
ら

老
化
が
始
ま
る
。
脳
細
胞
は

140
億
個
く
ら
い
あ
る
が
毎

日
10
万
個
ず
つ
減
る
と
い

う
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
怖
い
。 

皮
膚
は
25
歳
く
ら
い
、
筋

肉
は
30
歳
く
ら
い
か
ら
と

い
わ
れ
る
。
目
と
歯
は
40
歳

く
ら
い
で
老
化
が
始
ま
り
、

前
立
腺
は
50
歳
。
聴
力
と
腸

は
55
歳
く
ら
い
か
ら
で
、
若

い
人
と
焼
き
肉
を
食
べ
に

行
っ
て
も
、
同
じ
量
は
食
べ

ら
れ
な
い
。 

味
覚
と
臭
覚
は
60
歳
か

ら
で
膀
胱
と
声
は
65
歳
く

ら
い
か
ら
衰
え
て
く
る
と

い
わ
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
で
最
近

声
が
出
な
く
な
っ
た
な
ぁ

と
自
覚
す
る
歳
だ
。 

肝
臓
だ
け
は
70
歳
ま
で

も
つ
そ
う
だ
が
、
も
ち
ろ
ん

痛
め
つ
け
て
い
な
い
肝
臓

に
限
る
と
の
こ
と
。
耳
の
痛

い
人
も
い
そ
う
だ
。 

  

     

＜お詫びと訂正＞ 
「春夏秋冬」第 35 号（6Ｐ）掲載の「お悔やみコーナー」で 
吉田実（西蒲原）さんの記載は、「吉田寛」さんの誤植でし 
た．訂正しお詫びいたします。 

 

（2023 年 5 月～2023 年 7 月）（敬称略）  

 月 お   名   前 支  部  
 

 
 

 
 

 

喜 
 
 

寿 

５ 

 

月 

佐野  正 下 越 

小柴  治 下 越 

青木 幸雄 新 潟 

枡谷 勝美 中 越 

川上 和男 中 越 

本多 弘身 上 越 

６ 

月 

伊藤 正昭 中 越 

渡辺五四六 中 越 

７ 

 

月 

 

水島 計彦 下 越 

田宮 利久 下 越 

石田  力 三 条 

廣川 眞一 中 越 

滝井  保 魚 沼 

桜井 正一 魚 沼 

山田 豊彦 上 越 

 

 

おめでとうございます   

Ｊ
Ｐ
共
済
生
協
第
65
回
通
常
総
代

会
が
６
月
27
日
、
「
Ｔ
Ｏ
Ｃ
有
明
コ
ン

ベ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
（
東
京
）
」
で
開
催

さ
れ
、
新
潟
連
協
退
職
者
の
会
か
ら
山

田
事
務
局
長
が
参
加
し
、
129
名
の
総
代

が
集
い
ま
し
た
。 

総
代
会
議
長
に
信
越
・
新
潟
の
福
井

正
史
総
代
（
新
潟
連
協
議
長
）
を
選
出

し
て
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

主
催
者
挨
拶
及
び
来
賓
祝
辞
に
続

き
、
２
０
２
２
年
度
共
済
活
動
の
推
進

に
貢
献
さ
れ
た
全
国
18
支
部
に
優
秀

支
部
賞
が
贈
ら
れ
、
新
潟
連
協
・
下
越 

支
部
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

議
案
審
議
で

は
、
２
０
２
２
年

度
事
業
報
告
、
決

算
報
告
及
び
２

０
２
３
年
度
事

業
計
等
が
賛
成

多
数
に
よ
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ま
た
、
役
員
の

改

選

期

で

も

あ

り
、
理
事
長
以
下
、

30
名
の
理
事
・
監

事
な
ど
、
新
た
な

役
員
体
制
が
確
立

さ
れ
ま
し
た
。 

 

お 知 ら せ コ ー ナ ー（ 県内全支部の慶弔者名を記載） 

Ｊ
Ｐ
共
済
生
協 

第
65
回
通
常
総
代
会 


